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We have developed a ring expansion of epoxides enabled by zirconocene and photoredox 

catalysis. Under visible light irradiation, epoxides react with styrenes in the presence of 
zirconocene and photoredox catalysts to afford tetrahydrofurans. This method is applicable to 
a wide range of epoxides and styrenes, enabling the synthesis of multi-functionalized 
tetrahydrofurans in moderate to good yields. Notably, the reaction involves regioselective C–
O bond cleavage at the less substituted carbon atom, forming a less stable radical intermediate. 
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多置換テトラヒドロフランは糖類やテルペノイド類などの天然物に頻出する重要

な環状構造である。近年、C–H官能基化の進展により、テトラヒドロフラン環のa位
への多様な置換基導入は可能となったが、b位の修飾に関する報告例は限られる 1)。

また、分子内環化による多置換テトラヒドロフラン合成は、前駆体の調製に多工程を

要するため、簡便で効率的な合成手法の開発が求められている 2)。 
今回我々は、ジルコノセンおよび可視光レドックス触媒を用いたエポキシドの環拡

大反応を開発した。青色光照射下、エポキシドとオレフィンとの分子間反応により、

多置換テトラヒドロフランを効率的に合成することができる。本反応は様々なエポキ

シドおよびスチレン誘導体に適用可能であり、中程度から高収率で目的の化合物が得

られた。特筆すべき点として、本反応は先行研究 3)と同様に、より不安定なラジカル

中間体を生成するようにエポキシドが開環する。 
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